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株式会社 ぶんか社
 


絶倫トレーナーの快感レッスン




　えっ？「ナカイキ３回×３セット」が今日のノルマなんですか!?






黄田原秋生・著

もなか知弘・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　私は、商社の総務部の人事課のしがない三十三歳のＯＬで、そして、去年のクリスマスの直前に、七年間も同棲していた恋人に、捨てられた。

「つらい……」

　正月が明けても、バレンタインが過ぎても、私は落ち込みつづけていた。オフィスの隅の、誰もいない人事のデスクに突っ伏しては元彼の事を思い出し、そして、元彼の最後の言葉を噛みしめる。

　『だってお前、つまんねぇんだもん。色気はねーし、無駄に背ばっかデカいし。出してくる食い物がうまかったから、今まで我慢して付き合ってやってただけだぞ』

　七年間、同棲前の二年間を入れたら九年間も、私はずっと好きだった。絶対に結婚しようと思っていたのに、こんな地味なつまらない女なんかに構ってくれる男性なんか、元彼以外にいないのに、三十三歳にもなって、私、関せき裕ゆう子こは捨てられてしまった。

「つらい…………」

　もう一度、口の中で呟つぶやいてみる。私が人事課、というのも良くなかった。イヤでも、同じ会社の営業部である元彼の情報が耳に入る。

　『結婚決まったんすけど、手続きどうすりゃいいんですか？』

　人事のカウンターに元彼が、そんなおめでたい話を浮かれ気味に相談してきた時は、事情を知ってる人事課の面々がさっと振り向いて、固まっている私を気遣ってくれた。浮気性なのは知っていたし、浮気は男の甲斐性なのだから、女の子と遊ぶくらい大目に見るのがいい女なのだと、ずっと自分に言い聞かせていた。おとなしく、つつましく、彼の言うとおりに、なんでも許して優しく包み込んであげる。そうしていればいつか、私のところに帰ってくる。それが私の幸せなのだと、そう思い込むようにしていた。

　それなのに。

「つらいよぉ…………」

　なんとか顔を起こして、パソコンの画面に向かい作業に戻る。今日の仕事も単調だった。四月も近づけば異動も増えて人事課は忙しくなるはずなのに、課の人が気を使ってくれているのか、最近は単純な入力仕事などしかまわってこない。その周囲の優しい気遣いも、私の情けなさに拍車をかける。「異性に振られる」なんて、みんな経験している程度の事なのに、こんな風に立ち直れない自分は、社会人として失格なのではないか、そんな考えも頭に浮かぶ。会社にいることもつらく、退職も何度も考えたけれど、いきなり辞めるのも他の人に迷惑がかかるし、何よりこんな私を、この会社以上の条件で雇ってくれるところがあるなんて思えなかった。

　重い足を引きずり、下を見ながらとぼとぼと、アパートとは逆の方向に歩き続ける。家には帰りたくない。家は同棲していた時のままで、ただ元彼の荷物だけがぽっかりと穴が開いたようになくなっている。その空間を見るたびに、私の心にもぽっかりと穴が開いてしまう。引っ越しした方がいい、なんて助言してくれる友人も居たけれど、私はどうしても彼が帰ってくるというかすかな希望にすがりたかった。

（浮気だってなんだって許すから、お願いだから帰ってきてよぉ……　やっぱり俺にはお前しかいない、ってそう言って帰ってくるんでしょ、ねぇ……）

　初春とはいえまだ冷たさの残る風が、私の頬を撫でた。いつの間にかにじんだ涙を拭う手の甲の向こうに、気になる立て看板が目に入る。

　『キレイになりたい、バストアップしたい！　女性専用トレーニングジム！　パーソナルトレーナーが特別なメニューで貴女あなたの魅力を引き出します』

　こんなところにジムがあったのか。雑居ビルのフロアの、そのトレーニングジムの立て看板のあおり文句が私の心をとらえた。もしかしたら、私が魅力的になったら、元彼もまた戻ってきてくれるかもしれない。

（私がキレイになって、何でも許して、ごはんがおいしくて、そんな風になれば、もしかしたら）

　名案のように思えた。そうだ、いつまでもぐずぐずしていても仕方がない。魅力的になろう。綺き麗れいになって、そうしたら。

　思いついてからは早かった。スマホでそこのジムが変なところじゃないかとか、料金はとか、そんなことを調べて、次の日にはもう、週二回三カ月間の「自分改造スペシャルコース」への申し込みをしていた。だって早く綺麗にならないと、彼は結婚してしまう。費用はどうにかなった。私は本当につまらない人間だし、趣味も何もなく、貯金だけはあった。全くためらわなかったとは言えないけれど、彼氏を取り戻すためなんだ、と自分に言い聞かせて、指定された口座に全額を振り込んだ。

　その週の木曜日の十九時、私はジムの前にいた。新しめの雑居ビルのワンフロアで、おしゃれな表札に「ＫＯＨＤＡ　ＧＹＭ」と書いてある木製の扉を押す。入るとすぐに黒い小型のカウンターがあって、その奥にソファセット。床は清掃の行き届いたフローリングで、想像よりも広かった。消音マットの敷いてあるスペースにはトレーニングに使うのだろう、見慣れない器具が何台か見える。使い方の見当もつかないその器具の中に、深夜の通販番組で見たことのある、乗馬運動を行うマシンがあるのが目についた。右手の壁一面は鏡張りで、その鏡の前にＴシャツ姿の青年が立っている。

「あ、あの、本日からお世話になります、関と申します……」

「はじめまして！　僕はトレーナーの幸こう田だ尚なお也やと言います。ええと、関裕子さんですね。よろしくお願いいたします！」

　申し込みの電話で応対してくれたのと同じ声で、幸田と名乗ったその青年は、体育会系らしく明るくはきはきとあいさつをしてくれる。年齢は二十代後半だろう。身長は百七十一センチの私と並ぶくらいで、精せい悍かん、という表現がぴったりくるような黒髪のスポーツ刈りの爽やかな男性だった。顔立ちも、人なつこそうなくりくりとした垂れ目が少し日焼けした肌と相性がよく、モテるだろうな、と他た人にん事ごとのように思う。ただ、私は彼の顔立ちより何より、筋肉質の体に視線が吸い寄せられてしまっていた。厚みのある大胸筋はグレーのＴシャツを押し上げてはちきれそうだし、割れた腹筋もうっすらと透けて見える。ジャージ素材のの半ズボンから伸びている太ももは、私の腰回りくらいは軽くありそうな太さだった。腕から肩にかけても、鍛え上げられた力こぶや背はい筋きんがちらちらと目に入り、やせ型だった元彼の細い体と頭の中で自然に比べてしまう。

（すごい……　あんな逞たくましい腕で抱きしめられたら、折れちゃうかも……）

　自分は何を考えてるのだろう。私は一瞬、そんなことを考えてしまったことを反省し、我に返る。

「関さん、では本日は初回ですので、トレーニングの大体の流れと今後の方針をカウンセリングさせていただきますね。左手のドアが更衣室ですので、ご持参のウエアに着替えてきてください」

「は、はい！」

　『ご持参のウエア』と言っても、スポーツの経験なんか全然なかった。家にあった適当なＴシャツと、部屋着に使っているくたびれたジャージの上下に着替えて、更衣室の外におずおずと出てみる。背ばかり高くて筋肉の欠片かけらもなくて、ひょろひょろとした自分の体を幸田コーチと見比べてしまい、なんとなく恥ずかしかった。

「はい、ではこちらにお座りになって、カウンセリングシートにご記入をお願いいたします」

　黒い合皮のパイプソファに腰をかけて、差し出された書類を受け取り記入していく。カウンセリングシートは、身長、体重、既往歴やアレルギーの有無などの基本的なことや、『なりたい自分のイメージ』や『自分を変えたい理由』などそんな記入項目があった。『なりたい自分のイメージ』には「セクシーで大人な女性」と、『自分を変えたい理由』に少し考え込んでしまうが、正直に「以前の交際相手を振り向かせたい」と記入してみた。

　できるだけ正直に書いたカウンセリングシートを見て、幸田コーチは少し考えているようだった。

「……関さん、少し鏡の前に行きましょうか」

「は、はいっ」

　優し気な声にうながされて、鏡の前に立ってみる。ダメだしをされるんだろうか、私なんかが通ったって、綺麗になるなんて無理なんじゃないか、そんな風に意識してしまい、自然と背中が丸まってしまう。幸田コーチは私の正面に立ち、頭の先から爪先まで、じっと全身を見つめてくる。そして横から後ろからと、じっくりと私の体型を四方からチェックしているようだった。

「すいません、関さん。ウエアなのですが、お手数ですがこちらに着替えて来てはいただけないですか？　モニター品ですので、着用後もそのまま持ち帰りいただいて結構ですよ」

「へ？　は、はい……」

　意外な幸田コーチの言葉に、戸惑いながらも差し出されたトレーニングウエアを受け取る。よくわからなかったが、更衣室に戻って言われたとおりにそのウエアをビニール袋から取り出した。

「えっ、これ、着るの……？」

　私は困惑した。そのセパレートのウエアは、まるでチアリーダーが着るようなオレンジ色に紺の縁取りで、下着がはみ出してしまいそうなほどに小さい。上はブラトップなのだろう、肌に直に着ることを前提としているようで、胸に当たるところには内側にカップもついている。下はホットパンツのような短いボトムで、どうしたらこれが着られるのかと思い広げてみると、中に履け、とばかりに黒のＴバックのショーツもついていた。

「こんなの、無理ぃ……」

　二畳敷きほどの狭い更衣室で、私は泣きそうになる。こんなの着られる訳がない。私がガリガリでみっともないから、こんなのを着せて諦めさせようとしているのだろうか。

（でも、もうお金払っちゃったし……）

　泣きそうになりながらジャージを脱ぎ、その恥ずかしいウエアを着ていく。Ｔバックなんて履くのは初めてだ。食い込む股間と、隙間ができてパカパカする胸元を隠しながら、真っ赤な顔で更衣室を出た。何か言われたら、もうこのトレーニングを受けるのはやめよう、お金だって、クーリングオフがまだきくかもしれない。そう考えながら私はコーチに声をかける。
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「あ、あの……、着て、きました……」

　幸田コーチは振り返り、ニコニコと嬉しそうな笑顔を向けながら、声をかけてくれた。

「似合いますね、関さんの骨格バランスの良さが際立ちますよ！」

「そ、そうでしょう、か……？」

　『似合わない』と失笑されるとか、鼻で笑われるとか、そう想像していた私は呆気に取られる。

「関さん、背筋を伸ばしてください。アゴを引いて、そう」

　幸田コーチの手のひらに腰を押さえられ、鏡の前に立たされる。肩を引かれて胸を張るように背筋を伸ばされると、少し呼吸が楽になった気がした。

「鏡、見ていらっしゃいますか？」

「あ、あの、その……」

　鏡なんか見ても、と思ってしまう。似合わないウエアを無理やりに着た、貧相な自分の姿なんて見てもしようがない。困惑していると、いつの間に後ろに立っていた幸田コーチから耳元に囁ささやかれる。

「美しいですよ、関さん。まっすぐ見ましょう、ほら」

　ドキリ、と鼓動が高まった気配がした。恐る恐るそむけていた視線を鏡に送れば、見慣れた自分の体がそこに映っている。

（でも、いつもとちょっと違う……？）

　思っていたよりも、みっともなくはない。オレンジのウエアも雰囲気を明るく見せてくれ、私の細いシルエットにもそこまで違和感がなく馴な染じんでいる。似合う、と言うのはさすがにおこがましいが、こういう服装も悪くはないと、そう思う。

「唐突に申し訳ありません。ただ、その、関さんのように魅力的な方が、くたびれたジャージ姿というのは、キレイからは程遠いかと思い、お節せっ介かいをさせていただきました」

「あ、あの、私、あまりこういう格好をしたことがなくて……」

　鏡の向こうから、私の露出した体を見つめるコーチの視線が恥ずかしく、私は胸を隠しながらもじもじと下を向く。そんな私の首筋から肩を幸田コーチの手のひらが撫でていき、その感触に思わず息をつめてしまう。

「……デコルテから首にかけてのラインが、とても美しいですね。関さんは背も高いですし、手足も長いので、こういった体にフィットしたウエアも映えますよ？」

「でも、男性は、身長が高い女性は、あまり好きではない、って……」

　幸田コーチの言葉に、私は赤くなりながら尋ねた。コーチも仕事なんだ、こうやって、トレーニングを受けに来た女性を褒めてその気にさせるのも、コーチの技術のうちなんだ。浮かれないようにと、そう自分に言い聞かせる。褒められることなんて慣れていないし、元彼はいつも『お前デカいから、俺が低く見える』と、猫背でいることを強要してきた。

「そんなことはありませんよ！　僕は身長も、関さんの魅力の一つだと思います！」

　にこやかな口調で幸田コーチにあっさりと否定され、私はほっと胸のつかえが取れたような気分になった。

「……あの、私でも、キレイになれますか？」

　どうしても気になっていた、私がここに通いたい、その理由を言ってみる。

「当たり前です！　今でもこれだけ素敵なんですから、もっともっと魅力的な女性に生まれ変われます。僕が保証します！」

　がんばっていきましょう、と差し出される手のひらを、私はぎゅうと両手で握る。幸田コーチの、しっとりと湿った温かい手のひらの厚みに安心感を覚え、胸の中が暖かくなっていくのを感じていた。

　


　そこから毎週二回、一時間半のトレーニングが始まった。

「関さんは全体的に筋量が少ないですね。まずは基本のストレッチ、それから全身の筋トレをして、その後に心肺機能を鍛えるために有酸素運動をする、というサイクルでいきます。だんだんと運動に慣れていきましょう」

　幸田コーチが、初回に計測した私の体組成表を基に、トレーニングメニューを作ってきていた。運動経験のない私はついていくのに必死だったけれども、それでもなんとか振り落とされない程度の負荷のメニューにしてくれている。初めはあんなに着るのに抵抗があった露出の多いスポーツウエアも気にならなくなり、何に使うのかわからなかったマシンの扱いにも慣れ、余裕が出てくる。

　一カ月ほどが経ち、私がだいぶトレーニングに馴染んだ頃、幸田コーチが新たな提案をしてくれる。

「では、今日は下半身の、特に大腿部を鍛えていきます。乗馬マシンは使ったことはありますか？」

「いえ、あの、深夜の通販番組で見たりとかはありますが……」

「簡単ですよ。乗って、ボタンを押して、そう」

「きゃっ！」

　マシンが急に前後に揺れ始め、年甲斐もなくかわいらしい悲鳴が出てしまい恥ずかしかったが、コーチは気にしていないようだった。

「なるべく腕を前につかないで、内うち腿ももに力を入れて抑え込んでください。いいですよ、上手です」

「こ、こう、ですか……？」

　必死に腿でそのマシンを挟み込み、振り落とされないように踏ん張る。その日は初めてということで十五分間のプログラムだけだったのだけれど、成果は次の日にすぐ現れた。

「関さんおはよ。最近、スタイル良くなったんじゃない？」

　翌日、私は内腿の筋肉痛に苦しみながら出勤する羽目になっていた。痛みに堪たえつつそろそろと廊下を歩いていたら、人事の先輩ママ社員さんから声を掛けられる。

「えっ？　そ、そうですか……？」

「うん、だってすごい素敵になってるわよ？　今も、モデルさんみたいな歩き方で、後ろから見とれちゃった」

「……そんなことないですよぉ」

　それは筋肉痛で、自然に内腿に力が入ってしまうのです、とは言えず、嬉しいはずの褒め言葉にも若干の戸惑いを隠せない。

（でもこれって、幸田コーチのトレーニングのおかげ、だよね？）

　確かに、通い始めてからは肩や首のコリもとれたし、オフィス用制服のスカートも、今までもそうきつくはなかったが、ゆるくなってきている。あと、背筋がついてきたのか、背すじを伸ばすのも癖になって、視界が広くなったのも快適だった。

（うん、調子いいかも！）

　改めて、幸田コーチへの信頼感が増した。通い始めて一カ月余り、こんなすぐに結果が出はじめるなんて思っていなかった。このままコーチの言うとおりにトレーニングをして綺麗になれば、元彼だって私を捨てたのを後悔して、きっとヨリを戻してくれる。そう、がんばっていこうと誓い始めた矢先、その心を折るような出来事が起きてしまった。

　午後の一番に喫煙室で灰が床にこぼれている、という苦情が隣の総務に入る。あいにく総務課の人間が出払っており、清掃業者さんは午後三時からの出勤で対応できる者が私だけだった。課長の「ごめんな〜」との声と一緒に、ほうきとちり取りを持って喫煙室に向かう。

（えっ、どうしよう……）

　喫煙室には元彼と、営業部の同僚が肩を並べて何かしゃべっている。向うからは観葉植物の陰に隠れて私は見えてないようで、会話だけが聞こえてくる。気にはなるけれど、さすがに盗み聞きのような真似はしたくない。少し時間をおいてからまた来ようと、離れようとした時、話題が移るのを耳にして足が止まる。

「……しっかし、てっきり結婚はお前、人事の関とすると思ってたぜ」

「あぁ、あいつな〜、家庭的な地味な女って俺やっぱダメだわ。飯はうまいし浮気黙認だったけどなぁ、つまんねーヤツだったぞ」

「そうかぁ？　なんか最近、キレイになってんじゃん。俺、狙おうかな〜、まだ男いねーだろ」

　自分の名前が会話にあがるのを聞いて、私は動けなくなった。

「なんだお前、貧乳マニアかよ。あいつほんっとーにないぞ？　まな板かよって、俺思ってたぜ」

「いいじゃん、そんだけないならかえって希少価値だろぉ」

「よせって、すげーマグロだぞ？　あいつに比べたら今の嫁、最高だもんな〜」

　アハハ、と笑い合うその声に、私は泣きそうになりながら人事の自分のデスクに逃げ帰った。そんな風に思われていたなんて、知らなかった。あまりの屈辱に、その日はもうどんな風に仕事をして、どう帰ったのかもよく覚えていない。気づいたら、私は家で座り込みながらジムに電話をかけていた。

「お願いします、幸田コーチ！　私、絶対バストアップしたいんです！　トレーニングさせてください!!」

　『え、ちょっと、関さん、落ち着いて、いきなりですね』

「そうしないと、あの人、戻ってきてくれないんです……！」

　幸田コーチは電話の向こうで、困惑しているようだった。なだめる声がスマホの向こうから聞こえてくるけれど、私はそんな言葉は耳に入らず、ただ懇願していた。

（胸だって大きくして、セクシーに魅力的になって、絶対にあの人を、元彼を取り戻さないと）

　その時は、そう考えるしかなかった。自分を振った元彼を取り戻せば、このつらい気持ちを振り払える。その時の私はそう思い込むことによって、心のバランスを保っていた。

　


　木曜日、私はジムに立っていた。いつもどおりのウォーミングアップを兼ねたストレッチと筋トレをこなし、それでもまだ時間は一時間以上余っている。

「……では関さん。ええと、バストアップのスペシャルメニューをご希望、ということで」

「お願いします！」

　いつもは自信満々で、前向きな笑顔を浮かべながら私を励ましてくれる幸田コーチが、眉間にしわを寄せ、珍しく歯切れが悪かった。

「うーん、ではちょっと、答えにくい質問をしていきます。もし、嫌だと思うのでしたら、答えなくてもかまいません」

「わかりました」

　ここで私はちょっと首をひねった。『答えにくい質問』とはなんだろう、そう考えていると、幸田コーチが手元のファイルの紙をめくりながら尋ねてくる。

「……そうですね、まず関さんは、性行為でのオーガズム、わかりやすく言えば、イく、といった経験はありますか？」

「えっ！　あの、な、何を……」

「考えている、バストアップのスペシャルメニューに必要なのです」

　正直、びっくりした。単刀直入に性的な質問をされ、瞬間的に頬が紅潮してしまい恥ずかしい。なんでこんな事を聞かれるのか理解が追い付かず、一瞬口ごもってしまう。

「答えにくければ、答えないでも構いませんが……」

　幸田コーチの続ける言葉に、私は消え入りそうな声でなんとか答えを返す。

「あの、そ、その、ありません……」

「そうですか。ではオナニー、つまり自慰行為は、日常的になされますか？」

「そんなこと、しないです！」

　こんな恥ずかしい質問なんてセクハラなのではないか、本当に必要なのか、疑いが胸の中に湧き上がってくる。

「了解しました」

　でも幸田コーチは、セクハラをして楽しいといった様子もなく、まじめな面持ちで手元のファイルに何かメモを書いている。その表情を見ていると、トレーニングに使うのは本当なのだろう、そう思いなおす。

（そう、今までコーチの言うとおりにしてきて成果が出てるんだ、この質問もきっと何か考えての事なんだろう）

「では、オーガズムは経験なし、自慰もされず、ということで」

「は、はい……」

　改めて繰り返され、恥ずかしさに身の置き所がなくなりそうだった。

「あのですね、一ひと月ほどコーチングさせていただいての感想なのですが、関さんは女性ホルモンが十分に分泌されていないのかもしれません。そこで、女性ホルモンを増やすために、ちょっと荒療治をさせていただきたい、と思います」

「それは、どういう……？」

「雑誌等で『セックスでキレイになる』といった特集が組まれたりするとおり、セックスでの満足感や絶頂感で女性はキレイになります。もちろんバストアップにも効きますね。つまりは、なんらかの形でオーガズムを経験することで脳が刺激され、女性ホルモンが出るのでは、と僕は考えています」

「……そ、そうなんですか」

　オーガズムと言えば、つまりはセックスだし、今ここで襲われたりするのか、とつい身構える私を見て、幸田コーチが安心させるように優しく言葉をかけてくれた。

「もちろん、僕があなたに触れるわけにはいきませんので、自慰行為でオーガズムを経験できるように少し工夫をしてみました。こちらです」

　消音シートに乗せられてひっぱり出して来られたのは、前回のトレーニングでも乗った乗馬マシンだった。ただ、その鞍くらにあたる部分には前回の時にはなかった、黒々と屹きつ立りつする男性器を模した何かが、革のベルトでがっちりと取り付けられていた。

「ひっ……!?　こ、これ……？」

「色がちょっと選べなくて、ディルドの色がグロテスクになってしまい申し訳ないです」

　幸田コーチはそう言うけれど、色がどうとかの問題ではない。そのディルド、と呼ばれたものは、元彼の性器しか知らない私には、余りにも長く太く、本能的な恐怖感を呼び覚ます。

「こんなの、おっきすぎます……！　は、入らないかも……」

「あ、そうなのですか？　無理をさせないよう、なるべく小ぶりなものを、と思ったのですが……」

　意外そうな幸田コーチの声に、混乱と羞恥とまぜこぜになった感情が湧き上がってくる。

　つまりは、これにまたがれ、とのことなのだろう。そしてオーガズムを味わって、女性ホルモンを分泌させて、それがバストアップにつながる、とのことになるんだろう。理屈は頭で理解できたのだが、どうしても足が動かない。

「その、むちゃなトレーニングだというのはわかりますので、無理でしたら」

「や、やります！」

　気遣うコーチの言葉に、慌てて返答した。どんなにむちゃに思えても、やらなければいけない。だって胸を大きくして、セクシーになって、マグロなんて言われないようになって、あの元彼を取り戻したい、取り戻さなければいけないんだ。その思い込みが、私を突き動かしていた。

　


　意を決して乗馬マシンにまたがる。コーチの前で下半身を露出することに抵抗があって、ウエアのボトムは履いたままだった。

（こ、これ、挿いれるの……？）

　泣きそうになりながらも、布越しに自分の性器に先端をあてがってみる。ディルドに触った感触は思ったよりもずっと柔らかく、恐怖感は少し薄らいだ。

「よろしかったら、ローションを」

　幸田コーチから手渡されたプラスチックボトルを手に、私はボトムの股間の薄い布とＴバックの紐部分をずらし、ローションを垂らしながらそれを膣口に沈めていった。

「……んっ」

　ローションのおかげか、抵抗はほぼなくそれは私の胎内に飲み込まれていく。心配していた太さも、それほど負担なく迎え入れることができて、私は詰めていた息をほっと吐いた。

「っ、ふー……、んっ」

　狭い膣内に柔らかい、シリコン製のディルドがみっちりと食い込み、快感よりも異物感の方がすごかった。ふ、と脚に込めていた力を抜いて、ディルドの根元までをしっかりと咥くわえ込む。脱ぐのがイヤ、と履いたままのウエアの生地が、女性器に食い込み少し後悔する。敏感な粘膜が擦すれる生地に刺激されて、むずむずとした感触を伝えてくる。

「はっ、はいり、ました……」

　真剣な顔で挿入していく様子を見ていた幸田コーチが、私の言葉に軽く頷く。顔を上げると目の前は鏡で、ぱっと見は乗馬マシンにまたがっているだけの私が映っていた。

（……普通に見えるのに、中に、入ってるんだ）

　その異常とも言える状況に、私の欲望が刺激される。ドキドキと激しく胸が鼓動を打ちはじめ、呼吸も荒くなっていく。膣壁もきゅうと締まる感触がして、奥からじわりと何かが分泌される気配がした。もしかしたら、これが女性ホルモンなのかな、と少し唇の端を持ち上げる。

「んんっ!!」

　ブン、と低い機械音が脚の間から響き、私の丸まった背中が跳ね上がる。ブブブという機械音は止まらず、股間の、いちばん敏感な場所に強い振動が与えられた。

「ひっ、これ、これ、なに…!?」

「当たり方はいかがですか？　痛みなどはないですか？」

　痛くはない、けれど、快楽を引き起こす部分に与えられつづけている振動に、私は身み悶もだえする。

「痛くない、ですけどぉ、これ……っ」

「ディルドの根元に遠隔操作できるローターをセットしています。オーガズム未経験、とのことですので、まずはクリトリスでの絶頂を体験してみましょう」

　あくまでも事務的な声色で、幸田コーチが手に持ったリモコンのスイッチをスライドさせた。カチカチと微かすかな音がして、呼応するようにクリトリスに食い込むローターの振動が強くなる。
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「んあっ！　やだ、や、ん、ん、……ん、んんっ！」

　歯を食いしばり、乗馬マシンの取っ手を握りしめてその刺激に堪える。未知の感覚が下腹の奥から背筋にかけて何度も走り、その度に爪先に力が入った。

（これ、こわい、やだ、やだぁ……）

　もちろん、処女なんかじゃない。でも元彼とのエッチはいつも一方的で、前戯も無く、ほとんど濡れていないあそこにペニスを突き入れられるだけの行為で、気持ちいいなんて思ったことはなかった。自分は不感症とかそう言われる類の人間で、セックスの気持ち良さなんて感じないんだと思っていた。

「弱いでしょうか。もう少し出力をあげますね」

「えっ、ち、ちが、あああっ!!」

　響くモーター音が大きくなり、私のクリトリスが無機質な激しい振動に晒さらされる。体の奥から爆発のような性感が弾け、膣の中が自分の意思とは無関係にうねりはじめる。きゅうきゅうと咥えこんだままのディルドを食い締める自分の胎内に、信じられない気持ちが湧き上がった。

（こんなので、気持ち良くなっちゃうなんて、ダメ！　私はそんな、いやらしい女じゃないのにぃ……）

　異常ともいえる今の状況に、私の理性が抵抗する。でもそれも、幸田コーチがかけてくる言葉に押し流されていく。

「関さん、気持ち良くなってください。これはトレーニングです。オーガズムを感じて女性ホルモンを分泌させて、バストアップを狙うトレーニングなんですよ」

　そうだ、これはトレーニングなんだ、気持ち良くなっても、いいんだ。与えられる快感に抗あらがう私の理性が、その一言で消し飛んだ。

「ひあ、ああああっ！　あ、これ、い、イク、イク、い、くぅぅっ!!」

　ぐん、と私は乗馬マシンにまたがりながら背筋を限界まで反らし、生まれて初めての絶頂を味わった。チカチカとした閃光が目の前に弾け、孔の奥からは体液が漏れ、ローションと混じり内腿を濡らす。口は半開きになり、自然と涎よだれが一筋あごに垂れて、呼吸は荒く頭の中が焼けるように熱い。鏡の中の自分が霞んだ視界に入り、その痴態にも興奮を呼び起こされてしまう。

「……いいですね！　これがオーガズムですよ、関さん。では、膣内でもイケるようにしていきましょう」

　クリトリスでの絶頂の余韻に、びくびくと震えるだけだった私の性器が、ぐんっ、と非情な力で突き上げられた。

「あぅっ！　ひあああああっ！」

　恥ずかしい悲鳴が開きっぱなしの口から吐き出されるが、そんなことには構う余裕がなかった。幸田コーチが乗馬マシンのスイッチを入れ、挿入されっ放しだったディルドが、私の痙けい攣れんする媚肉を容よう赦しゃなく犯していく。

「こ、コーチ、これぇぇっ、とめて、止めてくださいっ!!」

　パクパクと、まるで酸素の足りない魚のように口をみっともなく開閉させ、私は幸田コーチに懇願する。

（止めて、これ、無理、むりぃぃ……！）

　クリトリスには相変わらずローターの振動が食い込み、それが乗馬マシンで前後に動き性器全体を揺さぶられる。胎内はズクンズクンと激しく突き上げられ、激しい性感が絶え間なく私に与えられ続ける。

「ダメですよ、関さん、がんばりましょう！　快感をちゃんと拾って、中でもイケるようにならないと意味がないですから」

　私の悲痛な叫びなんて無視をして、幸田コーチは乗馬マシンを操作して、今度は細かく突き上げるような動きにされる。

「……あひ、ひ、ひああ、ひぅ、うあああっ、あっあっあっあっ!!」

「関さん、がんばって、もう少しです！」

　気持ちがいい。こんな、ディルドなんて玩具を性器に咥えこんで、機械に犯されて揺らされて、気持ちがいい。膣の中が激しくうねり、どこを突かれても目が眩むほどの快感が全身を走る。

「ふ、うぁ、あああっ!!　あ、やだ、やだ、来る、きちゃうよおおっ!!」

「いいですよ、その調子です！」

　耳がきんと遠くなり、励ます幸田コーチの声もどこか遠くで響いているようだった。イく、って、こんなに気持ちいいんだ、こんなに、すごいんだ、そんなぼんやりした思考が頭の中をよぎり、そして私は絶頂した。

「……お。んお、う、うぁ、あああ!!、っ！　あ──っ、あぁ、あっ、あっ!!」

　絶叫がジム内に響く。私の体がガクガクと揺れて、ふわりと浮くような、そんな感覚に身を任せる。痙攣する膣壁はまだマシンによって犯されて、絶え間ない性感に頭の中までかき回されているような、そんな気持ち良さが延々と与えられいた。

「こーち、こーひ、とめ、れ、も、むりぃぃ！　お、あ、ま、また、いくいくいくいくぅ……！」

「大丈夫ですよ関さん、このままオーガズムに慣れるように、特訓していきますね。コツをつかめば、連続でイケるようになりますよ！」

「ふえ、え??　あひ、あっ、あ!!　あ────っ!!」

　幸田コーチが何を言っているのか、もうよくわからない。それから私は機械のプログラムが止まる十五分間、絶頂へと突き上げられ続けた。どんなに泣いて懇願しても、コーチは乗馬マシンから降ろしてくれなかった。延々と中を犯され、凄まじい快楽を与えられ、性器をぐちゃぐちゃにされ、愛液と体液を垂れ流し、みっともなく嬌声をあげながら、もうろうとする意識の中、私はイき続けた。

　


　正直、半信半疑だった。こんなのおかしい、こんなトレーニングあるわけがない、トレーニングという名目でいやらしい事をされただけでは、そんな事も考える。でもそれは、次の日の朝に起きた変化で払拭ふっしょくされてしまう。

「え、何これ……」

　変化は朝の身支度でもう現れていた。髪の毛はさらさらのツルツルになり、肌はもちもちで手のひらに吸い付くように滑らかで、化粧水をおもしろいように吸い込んでいく。何より、ブラジャーがきついのだ。パットを抜いてつけてみても息苦しいほどに乳房が張り、丸くお椀のように盛り上がっている。これが、あのいやらしい特訓の成果なのだろうか。信じられない気分だったが、出社してからも同僚や上司から驚いたような視線を向けられる。

「……関さん、なんか幸せなことでもあった？　すごい色っぽくなってる……」

「い、いえ、何も、ないです……」

　先輩のママさん社員からそう耳打ちされ、私は昨日の快感を思わず反はん芻すうしてしまい、頬が赤くなった。同時にあの暴力的なまでの性感を思い出し、体の奥がじわりと熱くなる。あんな気持ちのいい経験なんて、生まれて初めてだった。反射的に否定をしてしまったが、色っぽくなってるとしたら、どう考えても昨日のアレが原因だ。信じられなかったけれど、本当に効いているのだろう。私の疑念は晴れた。このまま幸田コーチの指導に従っていこう。そうすればきっと、セクシーに、魅力的になれる。

　週二回、トレーニングをするのが楽しみになった。筋トレの後に、有酸素運動も兼ねたオーガズム特訓を受ける。ディルドにも慣れ、段々と自分の性感をコントロールできるようにもなってきていた。

「……では、関さん。本日はオーガズム三回を一セットで、それを三セットこなしましょう。もし余裕があればインターバルをおいて、もう三セットいきます」

「は、はいっ！」

　ブブブ、と低いモーター音が響き、ローターが振動しはじめる。同時にマシンも前後運動を始め、挿入されたディルドが私の中をかき回しはじめた。

「く、ふぅんっ！」

　開発されきったあそこはすぐに快楽を拾い上げ、脳が蕩とろけそうなほどに甘い電流が何度も全身を駆け抜ける。少し腰を浮かして膣内の一番敏感な場所にディルドの尖端を押しあてると、あっけないほど簡単に私はイッた。

「うあ、ああっ、イきます、イきました、きもち、い、ですぅ……!!」

「いいですね、敏感になってますね。ではあと連続で二回、がんばりましょう」

「は、はぃ、コーチぃ……、んんんっ!!」

　特訓は、こんな調子だった。コーチの指示通りにオーガズムを感じ、私は髪を振り乱し、涎と汗と体液にまみれながら絶頂しつづける。あまりにも長く絶頂感を味わいつづけるせいか、一瞬気が遠くなったり、痙攣が止まらなくなったり、何度か落ちかけたことはあったが、それは幸田コーチの太い腕が支えてくれる。毎回、特訓の最後は私の足がガクガクになってしまい、コーチは私の体を抱え上げて、マシンから降ろしてくれる。二人きりのトレーニングの時間が終ってしまうことが、少し寂しくなるようになっていた。でも、幸田コーチの私への接し方はレッスンを受けている生徒以上の物ではなく、これは彼にとっては仕事なんだと、そう思い知らされる。

　


　自分が変わっていくことが、私は嬉しかった。あれだけ嫌だった自分の身長や、どうしても肉がつかなかった貧相な体が、どんどん好きになっていく。ブラジャーもきつくなり、計測してもらったデパートの下着売り場では、パッドを入れてのＣカップを勧められた。服装も、量販店のどこでも売っているようなものではなく、セレクトショップで好きな物を選べるようになっていた。思い切ってロングだった黒髪も肩先くらいまで切って、美容師さんに勧められるままにブラウンに染めてみたりした。

　憧れ続けていたセクシーな大人の女、鏡に映る自分がそんな女性になっていく。街で振り返られたり、社内で男性社員から見つめられたり、そんなことも多くなった。

「関さんほんと変わったわよねえ、キレイになって。おばちゃん見とれちゃうわぁ」

「いえいえ、そんな……」

　先輩社員からも冗談交じりでそう言われて、私は泣きそうに嬉しかった。私は、変われた。綺麗になることがこんなに嬉しいなんて、想像もしたことがなかった。

「……いい恋、してるのね。前のあんなクソ男なんか忘れちゃうのよ！」

「いえ……」

　その言葉に、私は口ごもる。これだけがんばってこられたのは、幸田コーチの指導のおかげもあったけれど、あの元彼を振り向かせたいとの一心だった。そしてまだ、その気持ちはある。好きかどうかはもうわからない、ただの執着心や意地なのかもしれないけれど、私はまだ、あの人を手に入れてやりたいと思ってはいた。

（恋、か）

　その言葉に反射的に思い浮かべたのは、幸田コーチの顔だった。私の痴態を鏡越しにじっと見つめる、幸田コーチの真剣なまなざしや、課題をこなせた時のクシャっとした笑顔、そんな顔が脳裏によぎる。

（でも絶対、コーチは、私に興味ないんだよね……）

　欠かけら片でも私に興味があるのなら、あのいやらしい姿を見ていれば、男性なら反応するだろう。マシンの上でぐったりした私を抱えて降ろしてくれる時も、幸田コーチの股間は何も変化がなかった。そんなところを見てしまう自分が少しイヤだったけれど、どうしても気になってしまう。

（はー、絶対、無理だな……）

　私はまた、人事のデスクで一人ため息をついた。新入社員の研修も終わり、各部署に配置された彼らのフォローが今の私の担当だった。その他の細々とした書類仕事を片付けてしまうべくパソコンに向き直る私に、カウンター越しに聞き覚えのある声がかけられる。

「おーい、人事さーん」

「はいっ」

　顔を上げれば、そこには元彼が立っていた。一瞬、表情を固くする私に、元彼は片頬を持ち上げて小馬鹿にするような視線を送る。

「……なんでしょうか」

「怖い顔しないでくださいよぉ、扶養家族増えるんで、書類持ってきたんですけど」

　取ってつけたような丁寧語にカチンとくるが、いま、人事課には私一人しかいない。私が対応するしかない。

「わかりました。お預かりします」

　カウンターに立ち、元彼と相対する。ヒールを履くようになったせいか一回り小さく見え、私が見下ろすようなかたちになった。差し出される書類をチェックし、処理用のクリアファイルに保管する。その所作を見ていた元彼が、私の手の甲を軽く握り、指でなぞり始めた。

「……なんだよ、ほんとに色っぽくなってんじゃん」

　顔を寄せられ囁ささやかれる言葉を聞いて、私の胸の中にさざ波が立った。私はこの瞬間を待っていたはずだった。このためにあんなに恥ずかしい特訓に堪え、自分を磨き続けていた。それでも私の心は、どこか凍ったように頑かたくななままだった。

「まだ会社には言ってないけど、嫁、妊娠してさ。もうつわりがひどいとかぬかしてて、エッチ拒否るんだよなぁ」

　私は無言で、元彼をにらみ返す。下品な笑みを浮かべながら、元彼は言葉を続けてくる。

「久しぶりにさぁ、飯でも食いに行こうぜ？　今のお前なら、付き合ってやってもいーわ。もち、嫁には内緒な」

　思いやりも何もない言葉。私の中に嫌悪感が巻き起こる。あんなに欲しかった、好きだったはずの男が、一瞬にして色あせて見えた。

「……何を言ってるんですか。奥さんが苦しいのなら、傍そばにいてあげればいいでしょう」

「えー、めんどくせぇじゃん。米炊ける匂いが気持ち悪いとか言うんだぜ？　うざくね？」

　苛立ちが頂点に達する。なんでこんな男に執着していたんだろうか。私の中に怒りが渦巻き、とうとう溢あふれ出た。

「馬鹿にするのはやめてください。私はあなたなんかもう、いらないんです！　キレイになったのは、そう言ってくれる男性ができたからです！　あなたは私の事をさんざん馬鹿にして、軽んじて、私をずっと踏みつけてきた。わかっているんです！」

　怒りの言葉はとめどなく溢れて止まらない。

「もう、好きな人がいます。私の事を馬鹿にしない、私を褒めて、背の高いのも魅力だって、そう言ってくれる人です！　あなたみたいにだらしない体じゃない、逞しくて、かっこいい人が、私をキレイだって言ってくれるんですよ、あなたなんか、もういりません！」

　幸田コーチに会いたかった。こんな元彼に、こんなクソ男にこだわっていた自分は、馬鹿だった。

「うるせぇ！　色気づきやがってキモいんだよ、ブス、ババァ！」

　悔しまぎれの捨て台詞も、私には何も響かない。顔を真っ赤にしながら、元彼は背中を向けて出て行った。扉を力任せに閉める音が無人のオフィスに響き、私は深く深く、ため息をつきながらデスクにつっぷす。

「……コーチに、会いたいなぁ……」

　　小声で呟く言葉に、涙が薄らとにじんだ。

　


　次の日、いつもどおりジムに向かう私の足取りは重かった。幸田コーチに対する、決して叶わない恋心を自覚してしまい、胸がぎゅうぎゅうと痛む。レッスン自体は今日を入れてあと三回なのだから、なんとかがんばって通わなければいけない。

「……では、今日もスペシャルメニューを行いますね、体調はいかがですか？」

　基礎メニューをこなしたあとの幸田コーチの事務的な声と共に、いつもの、ディルドをくくりつけられた乗馬マシンを出され、私の胸の軋きしみが大きくなる。これによって与えられる快楽は途方もなくて、それは私を綺麗にしてくれた。でも私が本当に欲しいのは、幸田コーチに抱きしめられる事なんだ、それ以上も欲しいんだって、そんなことも考えてしまっている。

「関さん、どうされましたか？」

　心配げに覗き込んでくる幸田コーチの優しい垂れた瞳に、喉の奥がつかえたように苦しくなる。気付いたら、私は気持ちを吐き出してしまっていた。

「……コーチ、私、昨日言えたんです。元彼に、あなたなんかもういらないって、言えたんです……」

　涙が自然とポロポロとこぼれ落ちた。元彼が、あの男が私を支配しようとしているのは、薄々気づいていた。でも私は人並みに彼氏が欲しい、結婚したい一心で、自分の気持ちに蓋ふたをして、好きなんだって思い込もうとしていた。

「コーチに会えたから、私を変えてくれたから、言えました。ありがとうございます……」

　最後の言葉はもう、涙で滲にじんだようにかすれてしまう。

「……良かったです。僕はただのトレーニングコーチですので関さんの私生活に口を出してはいけないと戒いましめてましたが、正直、話を聞いているだけで元彼さんにムカついてましたからね……」

　幸田コーチに同情してもらえて、救われた気がした。差し出されるタオルで涙を拭いて、改めてコーチに向き直る。

「変わったのは関さんの力です。きっかけを与えられたことは嬉しかったですが、僕があなたを変えたわけではありませんよ。本当に、あなたはキレイになられました」

「……私、元彼に、私を変えてくれた人がいる、って言ってしまったんです。好きな人が、私を変えてくれたって……」

　言うつもりなんてなかった言葉が、溢れ出てしまった。幸田コーチは私に興味なんかない、困らせるだけだってわかっているのに、告白の言葉が口を突いて出る。コーチは私のすがるような視線を受けて、眉根を寄せながら困っているようだった。きっと、傷つけずに断るにはどうしたら、なんて考えているのだろう。
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「……あの、すいません、忘れて」

「関さん。いえ、裕子さん！」

　もう諦めよう、と思った矢先、私の腰がぐいと抱え上げられ、唇に柔らかい何かが触れた。軽く押し付けられたそれはすぐに離れ、後は照れくさそうな幸田コーチの顔が目の前にある。

「あ、あの……」

　焦る私を、コーチの低い、欲情をはらんだ声が包み込む。

「忘れません。僕も、あなたが好きです。生徒に恋するなんてダメなコーチなのですが、でも、気持ちは抑えられませんでした。いやらしいトレーニングをしてしまい、申し訳ありません。でも、あなたをキレイにしたかった……」

　幸田コーチが私に恋なんて、そんなはずはない。だって。

「で、でも、コーチは、私に興味がない……、んですよね？」

「どうしてですか？　興味がない方に、あんな変態的な特訓はさせません。あんな特訓をしたのは、裕子さんが最初ですし、もう、誰にもしません」

「だって、その、アソコが、大きくなってない、し……」

　ちらりと視線を幸田コーチの股間に送る。コーチはやっと理解できたように、困った顔で理由を説明してくれた。

「……いえその、僕はちょっとペニスが大きいようで、女性の生徒さんに嫌がられないよう、ファールカップというのをつけてまして……」

　恥ずかし気に赤くなりながら、幸田コーチはジャージの半ズボンをずり下ろした。ボクサーブリーフの向こうにプラスチックのカップが装着されていて、そこから信じられないほどの大きさに膨ふくれた、赤黒い亀頭が顔を覗かせる。ガチガチに勃起したそれを目にした私は、思わず目が離せなくなる。

「えっ……」

「お恥ずかしい話ですが、今までの特訓中も、その、興奮してしまい、痛いぐらいでした。告白すると、裕子さんの乱れる姿を思い出して、家で何度も自慰をしてしまっていました……」

　幸田コーチの告白を聞きながら、きゅうっ、と私の股間が期待で締まるのが自覚できた。あんな大きいのを挿入されたら、どうなってしまうのだろう。濡れた瞳で幸田コーチを見れば、彼も欲情しているようで再び深いキスをされ、ストレッチ用のマットに上に押し倒される。

「……いい、でしょうか？」

　必死に私を求めるその声に、私はうなずく事しかできない。欲しい。大好きな幸田コーチのそれが、欲しい。

　


　いつものトレーニングジムのマットの上、小さなウエアを脱がされて、全裸になった私に同じく全裸になった幸田コーチが覆いかぶさる。コーチの体はシャツの上から見ていたよりもずっと逞しく筋肉に覆われていて、それも私の欲望を煽あおり立てる。

「もう、濡れてらっしゃいますね」

　つ、と私の肉裂をなぞるコーチの太い指と羞恥を引き出す言葉に、思わず目を瞑ってしまう。

「……申し訳ないです、その、我慢が」

　内腿と軽々と抱え、幸田コーチは私の体をひっくり返し、恥ずかしい箇所すべてを丸見えにするような格好にする。コーチの目の前に女性器を突き出すようなその体勢は恥ずかしくて堪らなかったが、その羞恥心も次の瞬間に弾け飛んだ。

「ひ、ひぎ、ぃいいいい……っ」

　大きい、巨大な亀頭が私の膣口を蹂躙じゅうりんし、犯しはじめる。みちみちと音が響くようなその衝撃は、私の思考のすべてを焼いた。

「くるしい、ですよね、すいません、裕子さん……、っ」

「らいじょぶ、すき、すきぃ……」

　うわ言を漏らす私を、さらに激しい衝撃が襲う。ゆっくり挿入されていたそれが、もう我慢できないとばかりに力任せに突き入れられる。

「お。おぐぅぅぅっ！」

　奥は無理、と言いたいのに、もう何を言っているのか自分でもわからない。そして、今までさんざんにディルドに嬲なぶられて敏感になっていた私の中は、簡単に快楽を拾うようになっていた。

「ひ、ひぎ、こーひ、こぉ、ひ、い、いぐ、いぐ、い、いっ、いああああっ!!」

　私の下肢が跳ね上がり、空中を蹴りながら痙攣する。私は、挿入されて数秒で達していた。激しくうねる膣壁が、突き入れられた肉茎に媚びながらぎゅうぎゅうと締め付ける。こんなの、すごい。今までのセックスなんて、なんだったんだろう、わからなくなるくらいの爆発的な快感が断続しながら私の全身を貫いていった。

「……イき、ましたね」

　頭の上で、コーチがにやりと野獣のような笑みを浮かべる。

「挿いれただけでイくなんて、裕子さんは、淫乱ですね……」

「ちがうぅ、これ、コーチが、こんなふうに、して、えっ!!」

　ゴッ、と背骨に響くような重さでまた媚肉を抉えぐられた。声も出せずに痙攣しながら、私はまた絶頂する。

「こーちの、こーひが、わらひのからだ、えっちにした、ひ、っ、う、したんれす、からぁ……！」

　だってコーチが、私にエッチなトレーニングをさせて、こんなに淫乱な体に開発したのに。そう繰り返そうとしたけれど、じゅぷ、じゅぷと激しい抽送ちゅうそうが始まって、私はもう喘ぐしかできなくなってしまう。

「ははっ、そうですね、責任をとります、っ。僕の専用の、エッチな穴になってくださいね？」

「なりますっ、なる、なりまひゅ、あ、また、ま、ああっ、あ、きひゃううっ!!」

　子供の腕ほどもありそうな、幸田コーチの巨根が、私の淫いん靡びな肉孔をいたぶりつくす。奥に突き入れられては達して、クリトリスの裏のイイところを潰されてはまた達し、私はもう、地獄のような連続絶頂に全身をガクガクと震わせるだけの人形のようになっていた。

「あああ、あ、あ、あ！　ああっ!!　あぅぅ、あああああっ!!」

　口はもう、『あ』の形にぽっかりと開いたままで閉じることも出来ずに、涎よだれと絶叫を垂れ流す。ふいにコーチがピタリ、と動きを止め、胎内の、奥の奥がジワリと熱くなった。

（あ、出てる、精子、出てるぅ……）

　もうろうと霞む思考が、そんな言葉を紡ぎ出す。苦しいほどにすさまじい快楽の連続から解放されるのか、ほっと息を吐こうとした瞬間、その期待は裏切られる。

「少し、疲れましたね……、次は、座ります」

　腰を持たれ軽々と抱え上げられ、今度は胡坐あぐらをかいたコーチの膝の上に、対面座位の格好で座らされる。性器を抜かれ、中出しされた精液を垂らす蜜孔の下には、もちろん屹立する男根が待ち構えていて、なんの抵抗もなくそれを飲み込んでしまう。
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「……ぃ、ひ、ひあああああ!!」

　ずぶ、と無造作に奥の子宮口までを自重で貫かれ、私の意識が一瞬弾け飛んだ。真っ白になった思考を、すぐに電撃のような性感が走り抜け、そのままなすすべもなく私は、何度目かわからないオーガズムの淵へと叩き落とされた。

「裕子さん、かわいい……」

「あ、ひゃっ、おっぱい、らめ……ぇ」

　丸く盛り上がった乳房の尖端を強く吸われ、種類の違う刺激に震える体が止まらない。胸の果実をしゃぶられながら、骨盤を持たれ揺すられ、蜜壺を思うがままにかき回される。

「おかしく、なりゅ、きもち、い、きもち、いいっ……、あふ、う──、っ、うぐ……！」

「すいません、また、出ます！　うぅっ！」

　お腹の中のコーチの男根が少し膨らみ、膣肉がまた軋む。同時に子宮口に大量の精液をどくどくと吐き出され、その刺激に耳が遠くなるほどの快感と、そして多幸感をあたえられた。

「しゅき、しゅきぃ……、こーちぃ、もっと、ぉ……」

　体はもう、これ以上の快楽は無理だと悲鳴をあげるのに、心はまだ幸田コーチを求めてしまう。震える脚を踏ん張って腰を押し付ければ、眼前のコーチの顔が嬉しそうに歪ゆがみ、そしてまた蹂躙が再開された。

「うれひ、ぃ、こーちぃ、っ、すき、う、うあっ、あっ！　あんんっ!!」

　ぶじゅ、ぶじゅと破裂音が繋がった部分から洩れて、精液と愛液の混ざった粘液がトレーニングマットを汚す。野獣のように求めあう二人の交歓は、まだまだ終わる気配がなかった。

　こんな幸せなセックスがあったなんて、嬉しさに泣き出しそうになりながら、私は犯され続ける。

「裕子さん、好きです……」

　囁かれる言葉も、もう理解できない。最後に与えられたのは途方もない快感と、蕩けそうなキスで、私の意識はそこで途切れてしまった。

　


★おわり★









絶倫トレーナーの快感レッスン

　えっ？「ナカイキ３回×３セット」が今日のノルマなんですか!?
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